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稚
内
支
部
学
習
会
か
ら 

年
前
の
先
生
方
の
思
い
を
再
確
認 

利
尻
富
士
支
部
学
習
会
か
ら 

で
き
あ
が
っ
た
「教
育
課
程
」っ
て
ど
れ
？ 

が
。 こ

れ
ま
で
に
教
育
課
程
づ
く

り
を
経
験
し
て
き
た
先
生
方
の

声
を
総
合
す
る
と
、 

 

「
普
段
の
各
分
掌
の
提
案
→

反
省
と
い
う
サ
イ
ク
ル
で
は
解

決
で
き
な
い
よ
う
な
大
き
な
教

育
課
題
を
構
想
す
る
機
会
」 

 

「
根
本
的
な
部
分
で
、
学
校
全

体
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
実
態

に
還
り
、
学
校
づ
く
り
の
良
さ
・

改
善
点
を
確
か
め
合
う
機
会
」 

 

「
最
終
的
に
指
導
計
画
な
ど

の
「
も
の
」
が
で
き
る
け
ど
、
そ

う
い
う
議
論
を
し
た
…
と
い
う

こ
と
も
含
め
て
『
教
育
課
程
づ

く
り
』」
…
と
い
う
こ
と
か
と
い

う
話
に
な
り
ま
し
た
。 

  

あ
な
た
の
街
で
も 

学
習
会
を
！ 

今
後
、
中
頓
別
・
浜
頓
別
、
礼

文
で
学
習
会
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
学
習
指
導
要
領
そ
の
も

の
に
つ
い
て
の
疑
問
や
、「
教
育

課
程
づ
く
り
っ
て
な
ん
だ
？
」

と
い
う
な
か
な
か
聞
き
に
く
い

質
問
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
私

た
ち
が
各
学
校
で
考
え
る
べ
き

課
題
、
取
り
組
む
べ
き
こ
と
の

イ
メ
ー
ジ
が
広
が
り
ま
す
。
ぜ

ひ
、
夏
休
み
前
後
で
の
支
部
や

分
会
で
の
学
習
会
を
計
画
し
ま

し
ょ
う
！ 

学
校
に
は
、
長
い
間
取
り
組

ん
で
い
る
学
校
文
化
と
も
い
え

る
、
そ
の
学
校
独
自
の
取
組
が

あ
る
も
の
で
す
。
教
職
員
集
団

の
移
り
変
わ
り
に
よ
っ
て
起
源

の
意
図
や
ね
ら
い
が
薄
ら
い
で

し
ま
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。 こ

う
し
た
中
で
、
教
育
課
程

づ
く
り
と
い
う
節
目
は
、「
う
ち

の
学
校
の
教
育
」
に
つ
い
て
、
立

ち
止
ま
っ
て
じ
っ
く
り
考
え
合

え
る
機
会
に
な
る
、
し
っ
か
り

振
り
返
れ
ば
起
源
の
意
図
や
ね

ら
い
の
再
認
識
に
つ
な
が
る
と

い
う
こ
と
を
み
ん
な
で
学
び
合

う
こ
と
で
確
か
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

 

学
習
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

「
教
育
課
程
づ
く
り
」
の
取
り

組
み
の
中
の
ひ
と
つ
の
例
と
し

て
、
二
〇
年
前
の
稚
内
東
小
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
全
国
教
研
で
レ
ポ
ー
ト
発

表
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
中

に
、
稚
内
東
小
で
今
で
も
変
わ

ら
ず
取
り
組
ん
で
い
る
朝
学
習

の
「
ベ
ル
ト
学
習
」
を
始
め
た
際

の
経
過
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

学
習
会
に
参
加
し
た
東
小
の
先

生
方
か
ら
は
「
今
も
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
が
変
わ
っ
て
い
な

い
」「
二
〇
年
前
の
先
生
方
の
、

子
ど
も
の
姿
を
語
り
な
が
ら
の

議
論
が
勉
強
に
な
る
」
と
い
う

声
が
聴
か
れ
ま
し
た
。 

利
尻
富
士
支
部
で
は
、
小
学

校
の
先
生
を
中
心
に
８
名
が
集

ま
り
、
お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら

２
時
間
ほ
ど
学
習
し
ま
し
た
。

支
部
で
用
意
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
を
も
と
に
、
疑
問
を
解
明
し

合
う
ス
タ
イ
ル
は
、
知
識
と
し

て
の
考
え
を
述
べ
合
う
の
で
は

な
く
、
こ
れ
ま
で
各
々
の
先
生

が
前
任
校
ま
で
に
体
験
し
て
き

た
教
育
課
程
づ
く
り
の
取
り
組

み
を
す
り
合
わ
せ
な
が
ら
、「
じ

ゃ
あ
、
利
尻
富
士
の
う
ち
の
学

校
か
ら
、
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て

い
け
ば
…
」
と
考
え
ら
れ
る
よ

う
な
豊
か
に
深
ま
り
の
あ
る
話

し
合
い
に
な
り
ま
し
た
。 

若
い
先
生
か
ら
は
「
教
育
課

程
『
づ
く
り
』
っ
て
い
う
け
ど
、

作
っ
た
完
成
形
の
モ
ノ
は
ど
れ

な
ん
で
す
か
？
」
と
い
う
疑
問

宗谷教職員組合 
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職
場
体
験
の
事
後
に
道
徳
の
内
容
項
目
を
照
ら
し
て
、
道
徳
の
学
習
を
す
る

と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
す
。 

 内
容
項
目
を
学
ぶ
教
科
「道
徳
」の
授
業 

教
科
「
道
徳
」
を
要
に
行
う
道
徳
教
育
は
、
い
わ
ば
学
級
や
集
団
が
平
穏

な
段
階
で
、
各
時
間
に
扱
う
内
容
項
目
を
「
疑
似
体
験
」
す
る
学
習
で
す
。

実
際
に
学
級
や
集
団
で
課
題
が
発
生
し
た
時
に
そ
こ
で
手
に
入
れ
た
「
徳

目
」（
内
容
項
目
の
理
解
）
を
活
か
す
、
と
い
う
考
え
方
に
立
ち
ま
す
。
こ
の

「
徳
目
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、
社
会
の
要
請
に
よ
っ
て
決
ま
る
内
容
項
目
を

「
正
解
」
と
し
て
の
態
度
や
行
動
様
式
と
し
て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
追
及
す

る
よ
う
な
活
動
に
な
り
や
す
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。「
人
権
の
観
点
か
ら

私
た
ち
は
ど
う
考
え
る
べ
き
か
」
と
い
う
視
点
に
至
ら
ず
「（
ま
る
で
ク
イ

ズ
の
よ
う
な
）
望
ま
し
い
態
度
や
行
動
は
な
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
活
動
に
陥

っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。 

 子
ど
も
た
ち
の
道
徳
性
を
育
む
教
育
と
は 

私
た
ち
が
元
来
大
切
に
し
て
き
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
民
主
的
学
校
づ
く

り
」
の
中
で
、
具
体
的
に
は
教
科
学
習
や
日
常
の
生
活
の
中
で
、
様
々
に
起

こ
る
道
徳
性
が
問
わ
れ
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
子
ど
も
た
ち
が
集
団

的
に
原
因
を
明
ら
か
に
し
、
人
権
や
平
和
、
自
由
や
民
主
主
義
の
価
値
、
人

間
関
係
な
ど
、
体
験
を
通
し
て
一
般
化
し
て
い
く
営
み
が
大
切
で
あ
り
、
こ

れ
が
道
徳
性
の
教
育
だ
と
言
え
ま
す
。 

４
月
か
ら
教
科
「
道
徳
」
の
授
業
が
始
ま
る
に
あ
た
っ
て
は
、
一
年
間
の

中
で
の
子
ど
も
た
ち
の
発
達
や
、
行
事
・
学
校
文
化
と
の
関
連
な
ど
を
考
慮

し
な
が
ら
、
無
理
な
く
子
ど
も
た
ち
の
道
徳
性
を
育
む
道
徳
授
業
を
作
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

   

小
学
校
道
徳
の
教
科
書
の
採
択
作
業
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
９
月
に
は
採
択
さ
れ
た
教

科
書
が
決
定
し
、
各
学
校
で
は
来
年
か
ら
実

施
す
る
道
徳
の
年
間
指
導
計
画
を
整
備
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
改
め
て
、
教
科
「
道
徳
」

の
ポ
イ
ン
ト
と
、
私
た
ち
が
願
う
道
徳
性
の

教
育
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。 

 「要
」と
し
て
の
、
教
科
「道
徳
」の
授
業 

教
科
「
道
徳
」
は
、
学
習
指
導
要
領
で
「
道

徳
の
時
間
を
要
と
し
て
学
校
の
教
育
活
動
全

体
を
通
じ
て
行
う
」
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
道
徳
教
育
推
進
教
師
対
象
の
研

修
で
は
「『
職
場
体
験
学
習
』
と
『
道
徳
の
授

業
』」
の
関
係
を
例
に
挙
げ
、
事
前
学
習
の
観

点
で
道
徳
の
時
間
を
設
け
る
の
で
は
な
く
、

⑤道徳性の教育と、 
教科「道徳」の授業 

 
宗
谷
教
職
員
組
合
で
は
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
読
み
解
き
方

や
、
指
導
要
領
改
訂
の
た
び
に
宗
谷
の
各
学
校
で
行
わ
れ
て
き
た
「
教

育
課
程
づ
く
り
」
に
つ
い
て
学
ぶ
支
部
学
習
会
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
学
習
指
導
要
領
が
お
よ
そ
一
〇
年
に
一
度
の
改
訂
で
あ
る
た
め
、

『
そ
れ
は
ど
ん
な
取
り
組
み
な
ん
だ
？
』
と
い
う
疑
問
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
も
の
で
す
。 

 

し
か
し
、
学
習
会
で
以
前
の
取
り
組
み
に
学
ん
だ
り
、
「
う
ち
の
学
校

は
～
」
と
語
る
中
で
、「
目
の
前
の
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
語
る
こ
と
が

大
事
な
ん
だ
ね
」
と
い
う
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
で
も
時
間
を
と
っ
て
学
習
指
導
要
領
と
教
育
課

程
づ
く
り
に
つ
い
て
語
り
合
う
機
会
を
設
け
ま
し
ょ
う
。 
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みなさんこんにちは。中頓別支部です。中頓別支部

は、今年度４名でスタートしました。小学校・中学校

共に１校ずつということもあり、おそらく一番少ない

人数の支部です。人数は少なくても出来る限り分担し

て活動し、会議への参加など内容によっては浜頓別支

部と合同で取り組んだりもしています。 

中頓別支部で大切にしていることは、仲間づくり

（飲み会）です。飲み会では、学校の話や趣味の話な

どをすると、授業とは違いあっという間に時間が経っ

てしまいます。飲み会があると、それを目標に１週間

がんばるぞ！！という気持ちになりませんか？こん

な雰囲気を、職場全体に広げている今日この頃です。

また、毎年１１月頃には３支部（猿払支部・浜頓別支

部・中頓別支部）合同飲み会を開き、他町村との交流

も進めています。 

話は変わりますが、毎年中頓別支部は「学び愛フェ

スタに全員で行こう！」をスローガンとして掲げてい

ます。今年度は、土曜授業の日だったにも関わらず、

未組の先生も参加してくれました。感想を聞くと「勉

強になった」・「交流会の余興がおもしろかった」など、

嬉しい感想をいただきました。 

今後、支部として力を入れていくことは組織拡大で

す。そのためには、組合の良さや大切さをしっかりと

アピールすることが大事なので、支部全体で組合の良

さについて改めて考えていきたいと思います。 

第３回 中頓別支部編 ７月になりました。学期末の参観日や評価を乗り越えれば夏休みという

大きな節目がやってきます。今年の夏の様々な研修についてご案内します。 

各民教サークルの夏の集会 
 学び愛フェスタの分科会でもおなじみの各民間教育研究団体の夏の研究

集会が全道各地で行われます。 

 
【作文の会】 

第６４回北海道作文教育研究オホー

ツク・北見大会 

７月２７日（木）～２８日（金） 

北見市立南小学校 

 

【歴史教育者協議会】 

十勝まるごと授業づくり 

８月９日（水）～１０日（木） 

池田町・本別町・足寄町でフィールド

ワークと授業づくり 

 

【数学教育者協議会】 

第 57回全道数学教育研究大会 

芽室町・白樺学園高等学校 

「わくわく講座＆実践報告」、講演、

分科会、教具づくりなど 

【学校体育研究同志会】 

夏の研修会静内大会 

新ひだか町 

８月９日（水）～１０日（木） 

実践交流会、実技研修会 

 
北海道立教育研究所（道研）の研修講座 

最先端の教育動向を学べるのが道研講座の魅力です。しかし、宗谷の先生

方の道研講座の受講はあまり多くないそうです。「遠い」というのも事実です

が、勉強になる研修が多いので、道研講座についても紹介します。受講申し

込みや締め切りについては各学校から教育委員会を通して局に問い合わせる

必要があるので注意が必要です。 
 
【夏休み期間に開講される講座】 
小学校理科、理科「薬品取扱」、中学校理科、ＩＣＴ活用 

➡詳しくは道研のホームページで！ 

今年の夏に開催予定の宗谷教組主催（一部道教組主催）の様々な
集まりを一挙にご案内。「誰かと知り合いになりたいな」「勉強し

たいな」というあなたにぴったり。詳しくは宗谷教組本部までお問

い合わせください。 
 

臨時教職員部／教採二次対策学習会 
教採対策講座は二次対策に。教科等指導法・集団面接・模擬授業を

中心に行います。事前の申し込みをお願いします。 

７月４日・１１日・１８日（火）１９：００～ 宗谷教育会館にて 
 

７月センたま 
７月８日（土）稚内北星学園大学にて／テーマは「評価と所見」。 
ちょうど取り組んでいる時期。

「ここで困ってる」という悩みが

あればぜひ相談し合いましょう。 
 

宗谷教組「憲法と平和を考える学習会2017」 
７月２２日（土）１４：００～１６：００／稚内総合文化センター 

演題 憲法改正！「せんせい、どう思う？」って聞かれた時に困らないために 
講師 神保 大地さん（明日の自由を守る若手弁護士の会共同代表） 

管内若者の集い  
７月２９日・枝幸町にて 
今年の集いは「みんなの集い」。枝幸支部

のみなさんが準備を進めてくれていま

す。参加して激励を！ 

詳しくは同封のチラシで。 

若者だけでなく、ベテラン勢の参加に

よる激励も大歓迎！ 

 

２学期も取り組み盛りだくさん！ 

道教組青年部「オトナの宿泊学習」 
伝統となりつつあるこの企画。今年は小樽・余市を散策します。詳

しくは同封の青年部だよりで。 

申し込みは宗谷教組本部まで。旅費の補助もあるかも。 

 

レポートを持って集おう！ 

宗谷教組秋の教研集会 ９月３０日（土）午後／稚内市内 
道徳の教科化に関するミニシンポジウムと、中学校各教科分科会、

小学校分科会による教育実践レポートの検討を行います。 

◆おもて面で触れてい

る学習指導要領の学習

会は、話題提供をさせて

いただいたあとの先生

方の感想や質問がとて 

も盛り上がります。外国語の移行措置や小学校の教科「道

徳」が来年から始まること、そして１０年・２０年前の教育

課程づくりの経験など話すことは尽きません。 

ある支部での学習会のおひらきに際してのこと。「『子ど

もたちの実態』を話すことは欠かせないよね。でも、だとし

たら相当早い段階からそういうことを話せるように準備を

していかないと」と話してくれた先生がいました。その通

りなんですよね。そのしかけを作るのは知恵や工夫が必要

です。でも、そのことに気付くことができた人がいるとい

うことに組合が各支部で学習会を行う意義があります。 

◆さて、裏面中段で大きく告知をしていますが、夏の宗谷

教組は様々な取り組みがあります。若い先生が参加できる

ものもたくさんです。「つながったり学べたりできたらい

いな」という声に応える取り組みを、これまた若い先生方

が準備してくれています。何よりも集まることは元気にな

ります。あなたが来てくれることが、企画しているほかの

誰かの元気につながります。（naity） 

 

７月５日（水）は 
組合費 
引き落とし日です。 
 

いつも組合費の納入にご協力

をありがとうございます。６

月・１２月（手当月）は、定例

の引落しとは別に、引き落とし

日を設けています。７月５日

は、６月手当分の組合費引き落

とし日です。 

「いつもの組合費＋２，０００円」

が納入金額となります。 

 


